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（１）経営成績に関する説明

①業績の概況

当第１四半期累計期間におけるわが国経済は、政府の経済対策や日本銀行による金融緩和政策を背景に、輸出産

業を中心とした企業収益改善や設備投資の持ち直し等が見られ、緩やかながらも回復基調で推移しました。一方、

中国をはじめとする新興国の経済動向や消費税増税に伴う個人消費落ち込みリスク等、先行きは依然として不透明

な状況が続いています。

建設コンサルタントおよび地質調査業界におきましては、建設投資への予算執行が堅調に推移したことや、「好

循環実現のための経済対策」を実施する平成25年度補正予算が成立し、東日本大震災の復興関連業務のほか、国土

強靭化計画に関連する防災・減災、保全対策関連業務の増加が期待されましたが、被災地以外の公共事業の縮減

や、地方自治体の財政難から、厳しい市場環境・受注環境となりました。

こうした状況の中、当社は保有・先端技術を活かし、東日本大震災の復興関連業務、国土強靭化関連の構造物点

検や維持管理業務の特定率向上に向けた対応強化を全社一丸となって引き続き取り組んだ結果、当第１四半期累計

期間の経営成績は、次のとおりとなりました。

受注高は15億79百万円（前年同四半期比28.0％増）、売上高は８億96百万円（前年同四半期比7.0％増）、営業

損失１億53百万円（前年同四半期は営業損失２億92百万円）、経常損失１億49百万円（前年同四半期は経常損失２

億87百万円）、四半期純損失１億４百万円（前年同四半期は四半期純損失１億89百万円）となりました。

②売上高の季節的変動について
当社は、官公庁・公共企業体をはじめとする公共部門との取引率が高いことから、納期の関係もあり、売上高・

利益ともに第２四半期と第４四半期に集中するという季節変動の傾向があります。この為、当第１四半期では売上

高収入に対し諸費用がバランスせず、利益面では一時的にマイナスとなりますが、年間計画には織り込み済みの進
捗状況です。

（２）財政状態に関する説明

（資産）

資産合計は、前事業年度末に比べ３億９百万円増加し、75億17百万円となりました。その主な増減内訳は、完成

調査未収入金の減少６億35百万円、未成調査支出金の増加７億１百万円等であります。

（負債）

負債合計は、前事業年度末に比べ４億26百万円増加し、48億69百万円となりました。その主な増減内訳は、短期

借入金の増加８億90百万円、調査未払金の減少３億19百万円等であります。

（純資産）

純資産合計は、前事業年度末に比べ１億17百万円減少し、26億48百万円となりました。その主な増減内訳は、利

益剰余金の減少２億14百万円等であります。

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

本資料に記載されている業績予想につきましては、平成26年１月17日付発表「平成25年11月期決算短信〔日本基

準〕(非連結)」の記載から変更はありません。なお、業績予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に

基づき作成したものであり、実際の業績は、今後、様々な要因によって予想数値と異なる可能性があります。

１．当四半期決算に関する定性的情報
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（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

税金費用については、当第１四半期会計期間を含む事業年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実

効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

ただし、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効税

率を使用する方法によっております。

なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

該当事項はありません。

該当事項はありません。 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

３．継続企業の前提に関する重要事象等
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３．四半期財務諸表
（１）四半期貸借対照表

（単位：千円）

前事業年度
(平成25年11月30日)

当第１四半期会計期間
(平成26年２月28日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 146,603 331,076

受取手形 45,478 31,198

完成調査未収入金 2,987,812 2,352,029

未成調査支出金 664,075 1,366,068

材料貯蔵品 3,760 3,771

繰延税金資産 84,669 129,579

その他 66,582 92,573

貸倒引当金 △304 △238

流動資産合計 3,998,679 4,306,059

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 608,358 602,065

機械及び装置（純額） 50,325 48,403

土地 1,472,382 1,472,382

その他（純額） 131,920 124,945

有形固定資産合計 2,262,987 2,247,797

無形固定資産 61,926 75,218

投資その他の資産

投資有価証券 426,896 440,737

繰延税金資産 137,538 132,694

その他 324,264 319,461

貸倒引当金 △4,081 △4,081

投資その他の資産合計 884,618 888,811

固定資産合計 3,209,531 3,211,827

資産合計 7,208,210 7,517,886

負債の部

流動負債

調査未払金 756,676 437,135

短期借入金 2,010,000 2,900,000

1年内返済予定の長期借入金 60,000 60,000

賞与引当金 － 67,478

未成調査受入金 256,289 383,038

その他 509,324 165,737

流動負債合計 3,592,290 4,013,390

固定負債

長期借入金 165,000 150,000

退職給付引当金 493,533 507,297

その他 191,533 198,423

固定負債合計 850,067 855,720

負債合計 4,442,357 4,869,110
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（単位：千円）

前事業年度
(平成25年11月30日)

当第１四半期会計期間
(平成26年２月28日)

純資産の部

株主資本

資本金 819,965 819,965

資本剰余金 826,345 826,345

利益剰余金 1,649,730 1,523,994

自己株式 △573,260 △573,598

株主資本合計 2,722,779 2,596,706

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 43,072 52,069

評価・換算差額等合計 43,072 52,069

純資産合計 2,765,852 2,648,775

負債純資産合計 7,208,210 7,517,886
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（２）四半期損益計算書
（第１四半期累計期間）

（単位：千円）

前第１四半期累計期間
(自 平成24年12月１日
至 平成25年２月28日)

当第１四半期累計期間
(自 平成25年12月１日
至 平成26年２月28日)

売上高 838,116 896,712

売上原価 673,098 594,723

売上総利益 165,017 301,989

販売費及び一般管理費 457,235 455,131

営業損失（△） △292,218 △153,142

営業外収益

受取利息 168 143

受取配当金 3,390 3,405

受取手数料 5,247 1,574

固定資産賃貸料 12,909 15,563

その他 490 617

営業外収益合計 22,207 21,304

営業外費用

支払利息 7,991 7,171

退職給付費用 7,397 7,397

その他 2,355 2,777

営業外費用合計 17,744 17,346

経常損失（△） △287,755 △149,183

税引前四半期純損失（△） △287,755 △149,183

法人税等 △97,780 △44,910

四半期純損失（△） △189,975 △104,273
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該当事項はありません。

該当事項はありません。

前第１四半期累計期間（自 平成24年12月１日 至 平成25年２月28日）

当社は、建設工事に関連する地質調査、土質調査を中心に環境・防災・海洋調査業務等を行い、これらに関連す

る測量、建設計画、設計等の業務および工事を営む単一セグメントであり、重要性が乏しいため、記載を省略して

おります。

当第１四半期累計期間（自 平成25年12月１日 至 平成26年２月28日）

当社は、建設工事に関連する地質調査、土質調査を中心に環境・防災・海洋調査業務等を行い、これらに関連す

る測量、建設計画、設計等の業務および工事を営む単一セグメントであり、重要性が乏しいため、記載を省略して

おります。

（３）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

（セグメント情報等）
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